


 

講 師 紹 介 
 

山 村 武 彦（やまむら たけひこ） 

防災システム研究所所長 

◆ 主な略歴 

１９６４年／新潟地震でのボランティア活動を契機に防災アドバイザーを志す  

１９９５年／科学技術振興功績者として科学技術庁長官賞受賞 

１９９５年／阪神･淡路大震災２時間後に現地入り。（災害現地調査１２０箇所以上） 

２００４年／ニュースステーション、読売新聞「顔」登場、中越地震現地調査 

２００５年／スマトラ沖地震津波災害、ＪＲ福知山線脱線事故、パキスタン地震現地調査 

２００６年／NHK テレビ「まる得マガジン家庭の防災対策・講師」、ジャワ島地震現地調査 

     「本当に使える企業防災・危機管理マニュアルのつくり方」出版 

     「ハリケーンカトリーナから１周年・ニューオリンズ現地調査」 

◆ これまでに登場した主なマスコミ 

日本テレビ／１９９５年１月 17 日神戸市災害対策本部から・特捜最前線・ザ・ワイド 

NHK テレビ／ためして、ガッテン・中越地震２４時間スペシャル・まる得マガジン 

NHK ラジオ防災特集／防災相談室・サンデートーク・ラジオ深夜便・NHK ジャーナル 

フジテレビ／おはようナイスディ・スーパーニュース 

ＴＢＳテレビ／筑紫哲也のニュース２３・ブロードキャスター・うたばん 

テレビ朝日／ワイド・スクランブル・ニュースステーション・スーパーＪニュース 

文化放送ラジオ／防災の日スペシャル・大地震そのときどうする  

海外メディア／ル・モンド（仏）、ニューヨークタイムス（米）、タイム誌など 

◆ 主な役職・歴任 

防災システム研究所/所長 

消防庁/防災訓練活性化研究会委員・消防庁/環境リサイクル研究会幹事 

防災対策評価委員会幹事・研究開発型企業連絡会議議長・社団法人経営者協会理事 

関東学院大学/非常勤講師・災害救援ボランティア委員会/講師 

◆ 現場主義を貫く実践的防災・危機管理対策を推進活躍中 

世界中の災害、事故、テロなどの現地調査は１２０回以上実施。防災講演８００回以上 

◆ 主な防災アドバイス先（敬称略） 

イオン（株）・朝日新聞社東京本社・電源開発株式会社（Ｊパワー）・京都大学・住友重機工業

（株）・テグサジャパン（株）・赤福（株）・ニュースキンジャパン（株）等多数 

 

 

 

 

 

 

 

笛は選ぶべき 

イザッというとき小さな息でも遠くへ音が届き、ガラスや壁に遮られ

ていても外へ聞こえ、遠くまで届く優れた笛。「ネームプレート」の

ついたペンダントです。防犯にも役に立ちます。同じ時代を生きる仲

間として、助け合いいたわりあい、そして、いつも誰かが・助けを求

めるかすかな声に耳を澄ましている・そんな社会であって欲しい。

「命の笛」普及運動本部 

０４６７－８７－４０１２ 



山 﨑  登 （やまざき のぼる） 
NHK 解説主幹 

（略 歴） 

1976 年  ＮＨＫ入局。盛岡、佐賀、長野局で勤務。 

1988 年  東京の報道局社会部の災害班に所属。 

1991 年  「特報・首都圏」キャスター。 

1994 年  名古屋局で「ウィークエンド中部」キャスター。 

1995 年  阪神・淡路大震災を取材。 

1998 年  東京報道局社会部、災害班デスク。 

2000 年  ＮＨＫ解説委員（自然災害と防災担当）。 

国内外の自然災害を取材。 

2006 年  NHK 解説主幹（自然災害と防災担当）。 

 

京都大学巨大災害研究センター非常勤講師（２００６年４月から）。 

 

（主な著書） 

「災害情報が命を救う～現場で考えた防災～」（近代消防社刊） 



 

 

 

 

全国を概観した地震動予測地図について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省研究開発局地震・防災研究課 
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J-SHIS (Japan Seismic Hazard Information Station)

http://www.j-shis.bosai.go.jp/

J-SHIS ( )
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講師：防災アドバイザー 山村 武彦 

所属：防災システム研究所・東京都港区六本木 7-17-12・03-5771-6338  

 

 

 

 

 



 

◆ セルフディフェンス（自守防災）の基本原則 

 

１、  安全とモラルの伝承 

 

２，  「安全」と「安心」の違い、みんなが求める「安心」 

 

３、  家庭や地域で守るべき「安全のコア」と「優先順位」 

 

４、  宮崎県における想定すべき災害（地震、風水害）と危機管理 

 

５、  公的支援がくるまでの２００時間生き延びるには？ 

 

６、  防災グッズも選ばなければ生き残れない 

 

◆ 大規模地震に備える実践的防災・危機管理 

 

１、  東南海・南海地震から生き残る知識と意識 
 

２、  「非常（非情）の覚悟」と「津波はテンデコ」 

 

３、  実践的防災・危機管理は具体的数値目標から 

 

４、  老若男女・千客万来のにぎやかな防災訓練とは？ 

 

５、  加害者・被害者・傍観者にさせないための安全管理 

 

◆  災害現場に学ぶ知識と知恵 

 

１、  間違いだらけの防災常識（阪神・淡路大震災） 

 

２、  避難所に届けられたビール瓶（阪神・淡路大震災） 

 

３、  長岡の奇跡（新潟県中越地震） 

 

 

 



 

 

 

 

地 域 の 防 災 力 を 高 め る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ Ｈ Ｋ 解 説主幹 

 

山 﨑  登 

 



『地域の防災力を高める ～最近の地震災害取材から～』 
 

ＮＨＫ解説主幹 山﨑 登 
 
 最近、世界や日本各地で大きな地震災害が続いている。 
インド洋沿岸一帯に大津波が広がって、２０万人以上の犠牲者がでたスマト

ラ沖地震や国内での地震災害としては、阪神淡路大震災以降最も大きな被害を

だした新潟県中越地震、福岡県沖地震などだ。 
そうした地震の被災地を取材していると、今後、私たちが備えなければいけ

ないポイントがみえてくる。それは、これまでのように掛け声倒れに終わらな

い防災対策を進める必要があるということだ。多くの専門家が、日本は地震の

活動期に入ったのではないかと指摘する中、住宅など建物の耐震化や津波の避

難体制の整備などを具体的に進めていかなくてはならない。   
そのために最も重要な取り組みの一つが、地域の防災の力を高めるというこ

とだ。行政と地域が連携を強化して、地震に強い地域を作るために、どうした

らいいかを考えたい。 
  
  



地域の防災力を高める
～最近の地震取材から～

ＮＨＫ解説委員 山﨑 登

２００６・１０・１３

建物（住宅）の耐震化は
阪神・淡路大震災の最大の教訓

阪神・淡路大震災の死者

住宅などの倒壊 ８３・３％

午前６時までの死亡 ９２％

Ｓ５６以前の住宅

６４％が倒壊・大破

地域で進める住宅の耐震化

東京都墨田区の取り組み（Ｈ１８・１～）

△「強度１」以下の簡易補強にも補助

△借家人にも補助

△墨田区耐震補強推進協議会

神奈川県平塚市の住民の取り組み（Ｈ１７・２～）

△安価な工法の開発

△平塚耐震補強推進協議会

地域の実情に合った 現実的な対策

阪神・淡路大震災の教訓

瓦礫の中から救出された人 ３万５０００人

消防・警察・自衛隊 ８０００人

家族・近所が救出 ２万７０００人

（京都大学 河田恵昭教授）

↑

災害は大きくなると防災機関の手に負えない

旧山古志村の高齢者対策

① 同じ地区の人がまとまって生活

② 家族単位を崩さない

③ 仮設住宅を元の村のようにする

④ 集落復興を目指す

↑

阪神淡路大震災の教訓

高齢者対策は普段の取り組みが大事

新潟県中越地震のもう一つの教訓

消防が搬送した負傷者 ２１６人の調査
家具転倒・落下 ４１％
人の転倒 ２５％
火傷など １１％
ガラスなど ８％
家屋の倒壊 ７％
そのほか ８％

（東京消防庁）

救助される人を救助の側に



未知の断層が動く

福岡県沖の地震
（２００５年３月２０日・Ｍ7．0・震度６弱）

主な９８の活断層調査（阪神・淡路大震災以降）

最近の地震は未知の断層

鳥取県西部地震（2000・M7．3・震度６強）

宮城県北部の地震（2003・M6．4・震度６強）

新潟県中越地震（2004・M6．8・震度７）

世界が注目した防災意識

スマトラ島沖の巨大地震と大津波

（２００４年・１２月）

津波情報の発表と伝達

世界が注目した「稲むらの火」（戦時中の小学教科書）

大津波がくることを

稲むらに火をつけて村人に知らせた

正しい知識が的確な防災行動につながる

最近の地震災害が教えたこと

地震はどこでも起きる

地域の力が防災対策に欠かせない

普段がいざという時に生きる

日本は災害の多い国
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